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2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震直後に高度300kmの電離圏で電子密度が波状に
変動する現象が観測された。本研究ではこの波状の変動を数値シミュレーションで再現し
た。用いた数値モデルでは海面が直径250kmの範囲で隆起し、そのために大気中に波が
立つと仮定した。シミュレーションの結果、 高度300kmにおける大気の密度の変動のパ
ターンが、観測された電子密度の変動のパターンとよく一致した。このことから、観測さ
れた電離圏の変動は、海面付近で発生した大気の波が電離圏まで伝わって起きたものであ
ることが明らかになった。海面の隆起する領域の広さによって電離圏での波のパターンが
変化すること、また、隆起する速さによって変動の大きさが異なることから、電離圏で観
測された波のパターンを元に隆起した領域の広さを見積もることができると考えられる。


